











































































































































































































































































































































































































































































































































































































［45]＊ 東京地判平成27年9月16日（D1-Law判例 ID29013931） 損害賠償請
求事件（一部認容）




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































with each other in the same household”）のでない限り，別居として扱う」と
規定する（Matrimonial Causes Act 1973, s. 2(6)）。そして，同一家屋に居住し
ているが，お互いに口をきくこともなく，一緒に食事をすることも寝ることも
ない夫婦は「別居」（“living apart”）に該当するとした判例もある（J. Herring,




Herring, ibid, pp. 136-7, p. 160.）。
（注5） 東京家八王子支審平成21年1月22日（家月61巻11号87頁）。同審判の事実認
50 専修法学論集 第127号
定によれば，本件「申立人（夫）と相手方（妻）は，平成12年に婚姻し，平成
13年に未成年者をもうけた。申立人と相手方は，関係が悪化し，平成16年，相
手方が未成年者を連れて実家に帰り，一時別居したことがあった。相手方は，
この間，派遣社員として稼働した。しかし，未成年者が幼少であったことや実
母が闘病生活を送っていたことなどから，相手方は，同年×月ころには，申立
人の下に戻り，再び同居した。しかし，申立人と相手方との夫婦関係は，完全
に修復することはなかった。平成17年×月以降，相手方が申立人以外の男性と
交際していることを告げたため，夫婦関係は決定的に悪化した。申立人と相手
方は，同年×月ころから性交渉はなくなった。未成年者の監護養育については，
平日は，申立人が仕事で深夜に帰宅するため，相手方が行い，土日は，申立人
が未成年者を外に遊びに連れ出すなどして，別々に行う状況となった。未成年
者は，平成17年×月，幼稚園に入園した。相手方は，専業主婦であったため，
園の送迎を行っていたが，午後6時までの延長保育までに迎えが出来ないとき
は，NPO法人○□を利用して，未成年者の迎えを代わりに依頼した。幼稚園
の行事については，相手方だけでなく，申立人が参加したこともあった。相手
方は，平成17年×月から平成19年×月まで，夕方の迎えが出来ないとして合計
44回前記○□に対し，未成年者の迎えの依頼をしていた。相手方は，平成19年
×月ころ，申立人に対し，未成年者の親権者を相手方と記載した離婚届出を渡
したが，申立人は拒否した。申立人と相手方は，このころから，完全に家庭内
別居の状態となった。未成年者は，平成20年4月，○○小学校に入学したが，
学童保育に通所し，午後6時ころ一人で自宅に帰宅することが多かった。相手
方は，平成20年×月，申立人に無断で，行き先を知らせずに，未成年者を連れ
て，現住居地に転居した」（完全別居後の経過は省略。一部要約）。本審判は，
最終的に申立人（父）を監護者に指定した（抗告も棄却され確定）。
（注6） 脱稿後，完全別居後の事案であるが，大阪家審平成26年8月15日（判時2271
号111頁）（別居中の父母間で一種の「共同監護」が行われている状態がそれな
りに安定しており，父の監護養育にも大きな問題はないなどとして，子の監護
者を母と定める旨の母からの申立てを却下した事例）に接した。
［前号訂正］
4頁14行目 （注1)→(注2），同17行目 （注2)→(注1）
裁判例に見る「家庭内別居」の諸相（2･完) 51
52 専修法学論集 第127号
家
庭
内
別
居
裁
判
例
一
覧
表
番
号
裁
判
所
・
年
月
日
事
件
の
種
類
・
結
論
当
事
者
言
及
場
所
家
庭
内
別
居
の
態
様
・
原
因
・
経
過
そ
の
他
備
考
1
東
京
高
判
平
1･
4･
26
離
婚
請
求
（
棄
却
）
被
控
訴
人
(原
告
)＝
夫
(5
5歳
，
有
責
配
偶
者
)
被
告
＝
妻
(5
2歳
)
夫
の
主
張
同
居
23
年
余
，
別
居
約
8
年
。
有
責
配
偶
者
（
夫
）
の
離
婚
請
求
。
夫
は
別
居
以
前
か
ら
家
庭
内
別
居
状
態
（
性
関
係
な
し
。
た
だ
し
裁
判
所
は
否
定
），
未
成
熟
子
が
い
た
た
め
正
式
離
婚
は
控
え
た
と
主
張
上
告
審
（
最
判
平
成
2･
11
･8
）
は
離
婚
認
容
。
「
家
庭
内
別
居
」
の
語
は
不
使
用
2
東
京
高
判
平
2･
4･
25
離
婚
請
求
（
認
容
）
控
訴
人
(原
告
)＝
夫 被
控
訴
人
(被
告
)＝
妻
。
子
3
人
あ
り
（
妻
方
で
生
活
）
判
示
中
の
事
実
認
定
結
婚
約
15
年
で
家
庭
内
別
居
。
夫
の
み
が
自
宅
2
階
で
単
独
生
活
。
そ
の
後
夫
が
家
を
出
て
別
居
。
次
女
の
交
通
事
故
を
契
機
に
妻
が
エ
ホ
バ
の
証
人
の
活
動
に
没
頭
。
子
ら
の
親
権
者
は
母
と
し
て
離
婚
認
容
。
夫
の
慰
謝
料
請
求
は
棄
却
3
東
京
高
判
平
3･
1･
22
建
物
明
渡
請
求
（
認
容
）
被
控
訴
人
(原
告
)
＝
父
(夫
)
被
告
（
控
訴
人
)
＝
次
女
及
び
そ
の
夫
判
示
中
の
事
実
認
定
原
告
（
夫
，
父
）
と
被
告
（
次
女
夫
婦
）
お
よ
び
妻
と
の
，
夫
所
有
の
本
件
家
屋
に
お
け
る
生
活
は
信
頼
関
係
を
全
く
喪
失
し
た
家
庭
内
別
居
状
態
で
あ
っ
た
と
し
た
（
妻
は
夫
に
対
し
て
離
婚
提
訴
中
）
喧
嘩
口
論
の
末
，
次
女
夫
婦
お
よ
び
妻
が
夫
を
精
神
病
院
に
入
院
さ
せ
た
（
入
院
の
必
要
性
な
か
っ
た
）。
夫
（
高
齢
者
）
が
自
己
所
有
の
家
屋
か
ら
次
女
夫
婦
の
退
去
を
請
求
。
夫
（
高
齢
者
）
は
姉
の
援
助
で
退
院
後
ア
パ
ー
ト
で
独
り
暮
ら
し
4
横
浜
地
判
平
3･
10
･
31
離
婚
請
求
・
同
反
訴
（
と
も
に
認
容
）
原
告
＝
夫
被
告
・
反
訴
原
告
＝
妻
判
示
中
の
事
実
認
定
会
話
喪
失
に
よ
り
夫
か
ら
離
婚
調
停
申
立
，
妻
も
合
意
す
る
が
子
の
親
権
者
で
対
立
し
不
調
，
訴
訟
に
。
妻
は
子
を
連
れ
て
別
居
。
破
綻
し
回
復
見
込
み
な
し
と
し
て
5
号
離
婚
原
因
あ
り
と
さ
れ
た
夫
婦
と
も
に
日
本
か
ら
ア
メ
リ
カ
国
籍
に
帰
化
し
た
が
，
現
在
は
日
本
に
居
住
。
母
を
親
権
者
に
指
定
5
東
京
高
判
平
4･
12
･
24
離
婚
請
求
（
原
判
決
取
消
，
離
婚
認
容
。
原
審
は
離
婚
請
求
棄
却
）
控
訴
人
(原
告
)＝
妻 被
控
訴
人
(被
告
)
＝
夫
判
示
中
の
事
実
認
定
妻
は
性
関
係
を
拒
否
し
，
夫
の
食
事
・
洗
濯
を
拒
否
（
子
の
世
話
は
継
続
）。
夫
は
生
活
費
を
減
額
，
無
断
で
退
社
・
独
立
し
た
こ
と
か
ら
家
庭
内
別
居
状
態
に
共
働
き
夫
婦
の
妻
は
夫
が
家
事
分
担
を
し
な
い
こ
と
へ
の
不
満
か
ら
男
性
宅
に
外
泊
，
同
居
。
そ
の
後
夫
は
宥
恕
す
る
が
不
貞
の
継
続
を
疑
う
。
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6
最
判
平
6･
1･
20
不
貞
慰
謝
料
請
求
（
破
棄
差
戻
し
）
被
上
告
人
(原
告
)＝
内
縁
の
夫
上
告
人
(被
告
)＝
妻
の
不
貞
相
手
不
貞
相
手
の
上
告
理
由
内
縁
夫
婦
は
当
時
寝
室
を
別
に
し
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
り
，
既
に
内
縁
関
係
は
解
消
さ
れ
て
い
た
と
不
貞
相
手
が
主
張
不
貞
慰
謝
料
請
求
権
は
，
一
方
配
偶
者
が
そ
の
同
棲
関
係
を
知
っ
た
と
き
か
ら
，
そ
れ
ま
で
の
間
の
慰
謝
料
請
求
権
の
消
滅
時
効
が
進
行
す
る
と
判
示
し
た
7
東
京
家
審
平
6･
5･
31
財
産
分
与
申
立
（
認
容
）
申
立
人
＝
妻
(童
話
作
家
)
相
手
方
＝
夫
(画
家
)
判
示
中
の
事
実
認
定
人
生
観
・
価
値
観
の
相
違
か
ら
結
婚
18
年
目
頃
か
ら
不
仲
と
な
り
，
約
9年
間
の
家
庭
内
別
居
を
経
て
別
居
，
翌
年
協
議
離
婚
妻
が
家
庭
内
別
居
ま
で
の
約
18
年
間
専
ら
家
事
に
従
事
し
た
こ
と
等
か
ら
，
清
算
的
財
産
分
与
の
対
象
財
産
へ
の
妻
の
寄
与
を
60
%
と
算
定
8
東
京
高
判
平
7･
4･
27
離
婚
，
財
産
分
与
等
請
求
（
認
容
）
被
控
訴
人
(原
告
)
＝
妻
判
示
中
の
事
実
認
定
海
外
勤
務
か
ら
帰
国
後
夫
が
無
断
で
退
社
，
独
立
し
た
こ
と
か
ら
妻
は
不
満
を
持
ち
，
夫
が
精
神
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
妻
は
寝
室
を
別
に
し
家
庭
内
別
居
に
踏
み
切
っ
た
妻
の
家
出
，
復
帰
の
後
別
居
，
妻
か
ら
離
婚
請
求
。
夫
の
入
院
中
は
妻
が
看
護
等
を
行
っ
た
9
東
京
高
決
平
7･
9･
22
財
産
分
与
申
立
（
原
審
判
変
更
）
※
7事
件
の
抗
告
審
抗
告
人
＝
原
審
申
立
人
(妻
)お
よ
び
原
審
相
手
方
(夫
)
双
方
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
婦
は
長
年
同
居
し
て
い
た
が
，
昭
和
55
年
こ
ろ
か
ら
家
庭
内
で
別
居
状
態
と
な
り
，
別
々
に
生
活
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
，
そ
の
主
た
る
原
因
は
夫
が
芸
術
活
動
に
意
欲
を
示
さ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
妻
が
不
満
を
抱
い
た
こ
と
に
よ
る
と
判
示
。
高
収
入
の
妻
が
家
計
費
，
子
の
養
育
費
，
本
件
住
居
の
増
改
築
費
を
負
担
。
妻
が
仕
事
部
屋
に
出
る
形
で
別
居
本
決
定
は
，
妻
が
10
0分
の
45
，
夫
が
10
0分
の
55
の
割
合
で
本
件
土
地
建
物
を
共
有
す
る
形
の
財
産
分
与
が
最
も
公
平
妥
当
と
し
た
10
仙
台
高
判
平
8･
9･
2
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
(認
容
し
た
原
判
決
を
破
棄
，
訴
え
却
下
)
原
告
(被
控
訴
人
)＝
家
庭
内
別
居
の
期
間
中
に
妻
が
懐
胎
し
た
子
に
つ
き
，
当
時
妻
と
性
関
係
を
も
っ
た
男
性
判
示
中
の
事
実
認
定
結
婚
約
10
年
頃
か
ら
夫
婦
は
不
和
と
な
り
，
そ
れ
ぞ
れ
が
別
棟
で
暮
し
家
庭
内
別
居
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
頃
，
妻
は
被
控
訴
人
と
親
密
な
仲
と
な
り
，
妻
の
父
親
ら
黙
認
の
も
と
宿
泊
・
同
衾
す
る
間
柄
に
な
っ
た
家
庭
内
別
居
時
に
妻
が
懐
胎
し
た
子
の
血
縁
上
の
父
と
目
さ
れ
る
本
件
男
性
に
は
，
特
別
養
子
縁
組
が
成
立
し
た
子
と
戸
籍
上
の
父
と
の
間
の
親
子
関
係
不
存
在
を
確
認
す
る
利
益
は
な
い
54 専修法学論集 第127号
11
横
浜
地
判
平
8･
11
･
25
所
得
税
更
正
処
分
取
消
請
求
（
棄
却
。
財
産
分
与
の
相
当
性
）
原
告
＝
夫
(離
婚
時
に
妻
に
財
産
分
与
)
被
告
＝
税
務
署
長
(財
産
分
与
に
対
し
て
譲
渡
所
得
税
を
課
税
)
夫
の
主
張
夫
は
，
再
婚
相
手
の
女
性
と
性
関
係
を
も
っ
た
の
は
妻
と
家
庭
内
別
居
と
な
り
家
を
出
て
以
降
で
あ
り
，
離
婚
の
主
原
因
は
妻
に
あ
る
か
ら
本
件
分
与
は
過
大
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
，
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
家
庭
内
別
居
の
具
体
的
態
様
の
記
述
は
な
い
離
婚
時
の
財
産
分
与
に
つ
い
て
，
所
得
税
を
課
税
さ
れ
た
夫
が
，
被
告
・
税
務
署
長
に
よ
る
譲
渡
所
得
税
課
税
処
分
の
取
消
を
提
訴
。
譲
渡
所
得
税
課
税
の
前
提
と
し
て
，
財
産
分
与
の
相
当
性
が
問
題
と
な
っ
た
。
控
訴
棄
却
（
東
京
高
判
平
成
9･
7･
9）
12
京
都
地
判
平
10
･3
･6
求
償
金
請
求
（
一
部
認
容
。
財
産
分
与
的
な
贈
与
の
詐
害
行
為
性
）
原
告
＝
信
用
保
証
協
会
被
告
＝
婚
姻
関
係
が
破
綻
し
事
実
上
の
離
婚
状
態
に
あ
る
夫
婦
妻
の
主
張
，
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
婦
間
に
会
話
が
な
く
，
寝
室
も
別
だ
が
，
妻
は
食
事
・
洗
濯
等
を
行
い
，
夫
も
生
活
費
を
渡
し
て
い
た
時
期
を
家
庭
内
別
居
状
態
と
判
示
し
た
事
実
上
の
離
婚
状
態
に
あ
る
妻
に
不
動
産
を
贈
与
し
た
行
為
を
夫
婦
の
財
産
分
与
と
し
て
不
相
当
に
過
大
で
は
な
い
（
詐
害
行
為
に
当
た
ら
な
い
）
と
し
た
13
最
判
平
10
･4
･1
4
所
得
税
更
正
処
分
取
消
請
求
（
上
告
棄
却
。
財
産
分
与
の
相
当
性
）
※
11
事
件
の
上
告
審
上
告
人
(原
告
)
＝
夫
被
上
告
人
(被
告
)
＝
税
務
署
長
夫
の
上
告
理
由
性
格
の
不
一
致
，
結
婚
観
の
相
違
，
義
父
ら
と
の
同
居
を
原
因
と
し
て
14
年
に
わ
た
り
夫
婦
間
の
軋
轢
が
拡
大
し
，
義
父
の
遺
産
分
割
に
妻
が
介
入
し
た
こ
と
を
契
機
に
家
庭
内
別
居
と
な
り
，
婚
姻
は
破
綻
し
て
い
た
夫
が
女
性
と
関
係
を
も
っ
た
の
は
婚
姻
関
係
破
綻
後
で
あ
る
と
主
張
14
東
京
地
判
平
10
･5
･
29
不
貞
慰
謝
料
請
求
（
一
部
認
容
）
原
告
＝
夫
被
告
＝
妻
の
不
貞
相
手
判
示
中
の
事
実
認
定
被
告
（
妻
の
不
貞
相
手
）
が
前
婚
解
消
前
に
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
っ
た
原
因
は
ボ
ー
ナ
ス
支
給
前
で
金
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
と
判
示
判
示
中
で
，
本
案
と
は
全
く
無
関
係
に
エ
ピ
ソ
ー
ド
的
に
言
及
15
最
判
平
10
･8
･3
1
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
（
棄
却
）
上
告
人
(原
告
)
＝
夫
夫
の
上
告
理
由
夫
婦
間
で
日
常
的
な
性
関
係
が
な
い
家
庭
内
別
居
状
態
で
妻
が
懐
胎
し
た
子
は
嫡
出
推
定
が
及
ば
な
い
と
主
張
本
判
決
は
，
家
庭
内
別
居
に
は
触
れ
ず
，
別
居
中
に
も
性
交
渉
が
あ
っ
た
等
と
し
て
訴
え
を
却
下
16
横
浜
地
相
模
原
支
判
平
11
･7
･
30
離
婚
請
求
（
認
容
。
5
号
該
当
性
）
原
告
＝
妻
(6
3歳
)
被
告
＝
夫
(6
4歳
)
判
示
中
の
事
実
認
定
長
男
の
結
婚
を
契
機
に
7
年
間
家
庭
内
別
居
（
住
居
の
1
，
2
階
で
生
活
），
そ
の
後
別
居
生
活
2
年
が
経
過
妻
は
当
初
食
事
の
支
度
は
し
て
い
た
が
，
そ
の
後
は
拒
否
。
夫
か
ら
の
暴
力
・
不
貞
等
は
な
か
っ
た
裁判例に見る「家庭内別居」の諸相（2･完) 55
17
東
京
地
判
平
11
･9
･3
離
婚
請
求
（
認
容
）
原
告
＝
夫
被
告
＝
妻
夫
の
主
張
。
判
示
中
に
も
言
及
あ
り
財
産
分
与
の
基
礎
財
産
は
家
庭
内
別
居
時
点
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
財
産
に
限
ら
れ
る
と
夫
は
主
張
し
た
が
，
判
決
は
，
夫
婦
関
係
は
悪
化
し
て
い
た
が
，
家
庭
内
に
お
け
る
妻
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
と
し
て
否
定
判
決
は
，
家
庭
内
別
居
と
は
認
め
ず
，
将
来
支
給
さ
れ
る
退
職
金
（
別
居
時
ま
で
の
対
応
分
）
も
財
産
分
与
の
基
礎
財
産
に
含
ま
れ
る
と
し
た
18
横
浜
家
審
平
12
･3
･
31
夫
婦
同
居
申
立
（
却
下
）
申
立
人
＝
夫
相
手
方
＝
妻
妻
の
主
張
妻
は
夫
の
言
動
を
不
愉
快
に
感
じ
，
妻
の
友
人
関
係
に
干
渉
す
る
の
で
，
子
が
幼
稚
園
の
頃
か
ら
家
庭
内
別
居
と
主
張
。
家
庭
内
別
居
の
具
体
的
態
様
の
記
述
は
な
い
同
居
拒
否
は
婚
姻
費
用
免
除
，
悪
意
の
遺
棄
に
該
当
し
う
る
が
，
同
居
審
判
の
任
意
履
行
は
困
難
と
し
て
同
居
申
立
は
却
下
19
東
京
高
決
平
12
･5
･
22
夫
婦
同
居
申
立
（
原
審
判
取
消
，
認
容
）
※
18
事
件
の
抗
告
審
抗
告
人
＝
夫
相
手
方
＝
妻
妻
の
主
張
食
事
の
準
備
は
し
た
が
洗
濯
は
せ
ず
，
会
話
は
最
低
限
と
い
う
家
庭
内
別
居
状
態
に
な
っ
た
の
は
夫
の
言
動
が
原
因
と
い
う
同
居
の
障
害
と
な
る
顕
著
な
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
申
立
を
認
容
20
東
京
高
判
平
12
･7
･
12
登
記
移
転
請
求
（
控
訴
棄
却
。
財
産
分
与
）
控
訴
人
(原
告
)
＝
夫
被
控
訴
人
(被
告
)
＝
妻
夫
婦
と
も
に
中
華
民
国
籍
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
の
女
性
関
係
が
原
因
で
夫
婦
は
長
期
間
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
り
，
婚
姻
関
係
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
た
と
認
定
。
家
庭
内
別
居
の
具
体
的
態
様
の
記
述
は
な
い
夫
は
，
本
件
離
婚
は
強
制
執
行
免
脱
目
的
の
偽
装
離
婚
で
あ
り
，
財
産
分
与
は
無
効
と
主
張
21
東
京
高
判
平
12
･9
･
13
離
婚
請
求
（
控
訴
棄
却
）
控
訴
人
（
原
告
）
＝
夫
(有
責
配
偶
者
)
被
控
訴
人
(被
告
）
＝
妻
夫
の
主
張
別
居
以
前
か
ら
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
り
，
妻
が
婚
姻
住
居
に
施
錠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
別
居
が
開
始
し
て
か
ら
8
年
を
経
過
し
，
婚
姻
関
係
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
る
と
主
張
。
家
庭
内
別
居
の
具
体
的
な
態
様
の
記
述
は
な
い
判
決
は
破
綻
の
原
因
は
夫
の
有
責
行
為
（
不
貞
）
で
あ
り
，
別
居
の
始
期
は
夫
の
主
張
よ
り
も
っ
と
後
（
提
訴
時
点
で
別
居
期
間
1
年
）
で
あ
る
と
し
て
，
離
婚
請
求
を
棄
却
。
夫
は
「
妻
妾
同
居
」
を
妻
が
容
認
し
て
い
た
と
も
主
張
22
東
京
地
判
平
12
･9
･
26
離
婚
請
求
，
同
反
訴
（
離
婚
認
容
）
原
告
＝
夫
被
告
(反
訴
原
告
)
＝
妻
夫
の
主
張
妻
と
の
同
居
中
も
，
食
事
，
洗
濯
，
掃
除
等
生
活
の
す
べ
て
を
別
に
し
，
会
話
は
ほ
と
ん
ど
な
く
精
神
的
な
絆
も
断
絶
し
た
。
夫
は
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
る
妻
に
生
活
費
を
渡
さ
な
か
っ
た
家
庭
内
別
居
状
態
以
降
は
生
活
費
を
払
っ
て
い
な
い
が
，
そ
れ
ま
で
は
支
払
っ
て
お
り
「
経
済
的
虐
待
」
は
な
い
と
主
張
。
婚
姻
関
係
継
続
調
停
が
成
立
し
て
い
た
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23
東
京
高
判
平
13
･7
･
18
訂
正
放
送
請
求
等
(一
部
変
更
，
一
部
控
訴
棄
却
）
原
告
＝
元
妻
被
告
＝
N
H
K
妻
の
主
張
判
示
中
の
事
実
認
定
番
組
中
で
，
夫
婦
の
関
係
を
「
家
庭
内
離
婚
」
「
会
話
は
な
く
，
用
件
は
メ
モ
で
伝
え
る
の
み
」
云
々
と
摘
示
し
て
妻
の
名
誉
を
棄
損
し
た
第
3
章
〈
2
〉
と
同
一
判
決
「
家
庭
内
離
婚
」
の
語
を
使
用
24
仙
台
地
判
平
13
･1
1･
15
保
険
金
請
求
（
棄
却
）
原
告
＝
夫
被
告
＝
保
険
会
社
被
告
（
保
険
会
社
）
の
主
張
本
件
火
災
が
夫
の
故
意
に
よ
る
も
の
と
認
定
す
る
状
況
証
拠
の
1
つ
と
し
て
，
当
時
夫
婦
は
，
寝
室
が
1
，
2
階
に
分
か
れ
，
食
事
も
別
々
に
と
る
こ
と
が
多
い
家
庭
内
別
居
状
態
だ
っ
た
と
指
摘
本
件
火
災
が
夫
婦
関
係
清
算
等
の
目
的
で
夫
が
故
意
に
発
生
さ
せ
た
も
の
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
25
鹿
児
島
地
判
平
14
･
8･
9
預
金
請
求
（
一
部
認
容
，
一
部
棄
却
）
原
告
(夫
＝
眼
科
医
）
被
告
(信
用
金
庫
）
妻
(当
事
者
参
加
）
判
示
中
の
事
実
認
定
結
婚
約
15
年
目
か
ら
夫
は
敷
地
内
の
診
療
所
で
生
活
，
会
話
は
な
く
「
事
実
上
の
別
居
状
態
」
（
い
わ
ゆ
る
家
庭
内
別
居
の
状
態
）
に
あ
る
と
判
示
夫
名
義
の
預
金
は
夫
婦
の
共
有
財
産
で
あ
る
と
し
て
，
半
額
は
妻
に
属
す
る
こ
と
の
確
認
・
取
立
禁
止
を
求
め
た
妻
の
請
求
を
棄
却
し
た
26
名
古
屋
高
判
平
16
･
3･
23
離
婚
請
求
（
原
判
決
一
部
取
消
，
請
求
認
容
）
控
訴
人
＝
夫
被
控
訴
人
＝
妻
子
2
人
あ
り
夫
の
主
張
夫
婦
は
互
い
に
会
話
も
せ
ず
，
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
り
，
婚
姻
関
係
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
る
と
主
張
。
判
決
は
，
離
婚
要
件
で
あ
る
2
年
以
上
の
「
事
実
上
の
離
別
」
が
証
明
さ
れ
た
（
起
算
日
は
別
居
し
た
日
）
と
し
て
離
婚
認
容
原
判
決
は
，
準
拠
法
（
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
）
の
離
婚
要
件
で
あ
る
「
2
年
以
上
の
別
居
」
を
満
た
し
て
い
な
い
と
し
て
離
婚
請
求
を
棄
却
し
た
27
最
判
平
16
･1
1･
25
訂
正
放
送
等
請
求
（
一
部
棄
却
，
一
部
破
棄
自
判
。
訂
正
放
送
請
求
を
棄
却
）
※
23
判
決
の
上
告
審
（
訂
正
放
送
に
つ
き
）
上
告
人
＝
N
H
K
判
示
中
の
事
実
認
定
原
判
決
が
本
件
夫
婦
の
状
態
（
夫
婦
の
間
に
会
話
が
な
く
な
り
，
用
件
は
互
い
に
メ
モ
で
済
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
）
を
「
家
庭
内
離
婚
」
と
し
た
の
に
対
し
，
本
判
決
は
こ
の
状
態
を
「
家
庭
内
別
居
」
と
言
い
換
え
た
「
家
庭
内
別
居
」
と
い
う
語
を
用
い
た
最
高
裁
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
28
大
阪
高
決
平
17
･1
･
14
夫
婦
同
居
申
立
（
抗
告
棄
却
）
申
立
人
(被
抗
告
人
)＝
妻
相
手
方
(抗
告
人
)
＝
夫
夫
婦
と
も
勤
務
医
で
大
学
助
教
授
夫
の
抗
告
理
由
妻
が
，
不
貞
相
手
方
宅
に
居
住
す
る
夫
に
対
し
て
自
宅
で
の
同
居
を
申
立
て
。
抗
告
審
で
夫
は
，
別
居
以
前
か
ら
夫
婦
の
会
話
は
な
く
，
家
庭
内
別
居
の
状
態
に
あ
り
，
婚
姻
関
係
は
破
綻
し
て
い
た
と
主
張
原
審
は
同
居
26
年
余
に
対
し
て
別
居
は
1
年
2
か
月
な
ど
を
理
由
に
同
居
を
命
じ
，
本
決
定
も
，
婚
姻
関
係
の
維
持
継
続
の
見
込
み
が
完
全
に
否
定
さ
れ
て
い
る
と
は
断
定
で
き
な
い
と
し
て
抗
告
棄
却
裁判例に見る「家庭内別居」の諸相（2･完) 57
29
東
京
地
判
平
17
･2
･
22
離
婚
請
求
，
不
貞
慰
謝
料
請
求
（
離
婚
認
容
，
不
貞
慰
謝
料
一
部
棄
却
)
原
告
＝
夫
被
告
＝
妻
及
び
不
貞
相
手
妻
の
主
張
夫
は
妻
の
懐
胎
，
出
産
時
に
家
事
を
全
く
分
担
せ
ず
，
夫
婦
関
係
は
悪
化
し
，
会
話
も
途
絶
え
，
家
庭
内
離
婚
状
態
に
至
っ
た
。
夫
が
生
活
費
を
渡
さ
な
い
た
め
，
妻
は
一
時
風
俗
店
に
勤
務
，
客
と
性
関
係
を
も
っ
た
が
，
婚
姻
関
係
の
破
綻
後
で
あ
る
母
を
親
権
者
に
指
定
夫
か
ら
妻
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
は
認
容
し
た
が
，
不
貞
相
手
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
は
棄
却
妻
に
対
す
る
扶
養
的
財
産
分
与
お
よ
び
子
の
養
育
費
支
払
を
夫
に
命
じ
た
判
決
は
家
庭
内
別
居
に
言
及
な
し
30
名
古
屋
高
判
平
17
･
5･
19
離
婚
請
求
（
認
容
。
原
審
は
離
婚
請
求
棄
却
）
婚
姻
40
年
余
の
夫
婦 控
訴
人
(夫
。
原
告
)は
開
業
医
，
有
責
配
偶
者
判
示
中
の
事
実
認
定
昭
和
56
年
頃
か
ら
寝
室
を
別
に
し
，
夫
婦
関
係
も
な
く
な
り
，
平
成
6
年
頃
か
ら
夫
は
同
一
敷
地
内
の
病
院
（
院
長
室
）
で
寝
泊
ま
り
す
る
よ
う
に
な
り
，「
半
ば
別
居
に
近
い
状
態
」
と
な
り
，
食
事
は
一
緒
に
取
り
，
洗
濯
等
は
妻
が
し
て
い
た
が
夫
婦
の
実
体
を
欠
く
よ
う
に
な
り
，
平
成
12
年
に
夫
は
完
全
に
別
居
し
，
以
前
か
ら
の
愛
人
と
同
居
。
平
成
11
年
頃
に
は
回
復
不
可
能
な
破
綻
に
至
っ
た
と
認
定
妻
は
，
長
男
が
大
学
を
卒
業
す
る
ま
で
は
離
婚
は
我
慢
し
，
対
外
的
に
体
面
を
保
っ
て
い
た 原
判
決
は
，
昭
和
56
年
頃
の
状
態
を
「
家
庭
内
別
居
」
状
態
と
判
示
し
た
31
東
京
地
判
平
17
･6
･
24
離
婚
等
請
求
（
離
婚
認
容
）
原
告
＝
妻
被
告
＝
夫
妻
・
夫
の
主
張
妻
の
主
張
で
は
，
夫
の
風
俗
店
通
い
に
よ
り
信
頼
関
係
を
喪
失
，
寝
室
を
別
に
し
，
家
庭
内
別
居
状
態
に
至
っ
た
。
夫
の
主
張
で
は
，
夕
食
を
め
ぐ
る
口
論
を
契
機
に
，
以
後
妻
は
食
事
を
一
切
作
ら
ず
，
必
要
最
低
限
以
外
口
を
き
か
な
く
な
り
，
必
要
事
項
は
メ
ー
ル
で
伝
達
母
を
親
権
者
に
指
定
父
に
財
産
分
与
，
離
婚
慰
謝
料
，
子
の
養
育
費
支
払
い
を
命
じ
た
32
東
京
地
判
平
18
･1
･
24
相
続
税
更
正
処
分
取
消
請
求
（
棄
却
。
遺
言
の
解
釈
）
原
告
＝
相
続
人
（
被
相
続
人
の
長
男
）
被
告
＝
武
蔵
府
中
税
務
署
長
被
告
（
課
税
当
局
）
の
主
張
遺
言
者
（
夫
）
と
妻
は
不
仲
と
な
り
，
事
実
上
家
庭
内
別
居
状
態
と
な
り
，
後
に
妻
は
近
所
の
住
居
で
別
居
。
家
庭
内
別
居
の
具
体
的
態
様
の
記
述
は
な
い
新
遺
言
の
解
釈
に
際
し
て
，
新
遺
言
作
成
当
時
遺
言
者
（
夫
）
と
妻
が
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
，
新
遺
言
の
主
目
的
は
前
遺
言
の
取
消
に
あ
る
と
さ
れ
た
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33
大
阪
家
判
平
18
･8
･
30
離
婚
請
求
（
棄
却
）
原
告
＝
夫
夫
の
主
張
，
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
が
夕
食
は
外
食
で
済
ま
せ
，
寝
室
も
別
に
す
る
な
ど
家
庭
内
別
居
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
，
夫
婦
が
同
居
し
て
い
た
期
間
約
10
年
間
に
は
「
家
庭
内
別
居
期
間
も
含
む
」
と
判
示
夫
は
，
同
居
期
間
10
年
に
対
し
て
，
別
居
期
間
は
12
年
以
上
，
家
庭
内
別
居
も
合
わ
せ
る
と
15
年
に
な
る
と
主
張
。
婚
姻
関
係
は
破
綻
し
て
い
る
が
，
有
責
配
偶
者
か
ら
の
離
婚
請
求
は
社
会
正
義
に
反
し
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
，
請
求
棄
却
34
大
阪
高
判
平
19
･5
･
15
離
婚
請
求
（
原
判
決
破
棄
自
判
。
離
婚
認
容
）
※
33
事
件
の
控
訴
審
控
訴
人
＝
夫
（
有
責
配
偶
者
）
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
婦
の
同
居
期
間
は
約
8
年
間
（
う
ち
家
庭
内
別
居
の
期
間
が
約
2
年
間
）
と
し
て
，
家
庭
内
別
居
期
間
を
同
居
期
間
に
算
入
。
し
か
し
，
別
居
か
ら
13
年
，
家
庭
内
別
居
か
ら
約
15
年
経
過
し
て
お
り
，
夫
婦
関
係
は
回
復
困
難
な
ほ
ど
に
破
綻
し
て
お
り
5
号
に
該
当
す
る
原
審
認
定
の
同
居
期
間
を
左
記
の
よ
う
に
変
更
し
た
。
有
責
配
偶
者
か
ら
の
離
婚
請
求
で
あ
っ
て
も
社
会
正
義
に
反
し
な
い
と
し
た
35
札
幌
高
決
平
19
･6
･
26
年
金
分
割
（
抗
告
棄
却
。
按
分
割
合
を
0.
5と
し
た
）
申
立
人
＝
妻
相
手
方
(抗
告
人
)
＝
夫
夫
の
主
張
定
年
退
職
の
7
年
前
か
ら
別
居
し
，
定
年
退
職
後
は
家
庭
内
別
居
で
あ
る
旨
を
夫
が
主
張
し
た
が
，
こ
れ
ら
の
事
情
は
按
分
割
合
を
変
更
す
べ
き
特
段
の
事
情
に
当
た
ら
な
い
と
し
た
。
家
庭
内
別
居
の
態
様
の
具
体
的
記
述
は
な
い
原
審
（
釧
路
家
審
平
成
19
･5
･1
8家
月
59
巻
11
号
19
0頁
）
で
は
家
庭
内
別
居
の
主
張
な
し
36
東
京
家
判
平
19
･8
･
31
離
婚
請
求
（
認
容
）
原
告
＝
夫
（
有
責
配
偶
者
）
被
告
＝
妻
夫
の
主
張
夫
婦
は
家
庭
内
別
居
約
1
年
の
後
，
妻
が
家
を
出
る
形
で
別
居
し
13
年
経
過
。
夫
は
有
責
配
偶
者
で
あ
る
が
，
不
貞
や
暴
力
は
な
い
（
夫
の
母
に
よ
る
言
葉
の
嫌
が
ら
せ
等
）。
同
居
期
間
約
16
年
に
比
し
別
居
期
間
は
約
13
年
間
（
判
示
で
は
家
庭
内
別
居
期
間
は
同
居
期
間
に
算
入
）。
離
婚
請
求
認
容
が
社
会
正
義
に
反
す
る
と
は
い
え
な
い
と
判
示
「
別
居
」
時
点
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
夫
婦
財
産
を
財
産
分
与
の
基
礎
財
産
と
し
た
3
人
の
子
は
，
別
居
後
は
父
お
よ
び
父
方
祖
母
に
よ
っ
て
監
護
養
育
さ
れ
，
既
に
成
人
し
て
い
る
37
神
戸
家
決
平
21
･1
･
21
離
婚
訴
訟
移
送
申
立
（
却
下
）
移
送
申
立
人
＝
妻
(離
婚
訴
訟
被
告
）。
夫
婦
間
に
未
成
年
の
子
2
人
あ
り
夫
の
主
張
(離
婚
訴
訟
に
お
け
る
）
妻
の
激
し
い
暴
言
，
罵
倒
に
よ
り
夫
は
心
療
内
科
に
通
院
後
，
家
庭
内
別
居
状
態
と
な
っ
た
。
約
2
年
後
に
夫
が
単
身
赴
任
の
形
で
別
居
。
妻
は
夫
の
長
年
の
D
V
が
破
綻
の
原
因
と
し
て
反
訴
を
予
定
夫
か
ら
毎
月
約
22
万
円
の
婚
費
が
支
払
わ
れ
て
お
り
，
子
の
年
齢
も
高
く
（
長
女
は
16
歳
，
次
女
は
12
歳
），
電
話
会
議
も
可
能
等
と
し
て
岐
阜
家
裁
多
治
見
支
部
へ
の
移
送
申
立
を
却
下
裁判例に見る「家庭内別居」の諸相（2･完) 59
38
東
京
家
八
王
子
支
審
平
21
･1
･
22
監
護
者
指
定
（
父
を
指
定
）
申
立
人
＝
父
相
手
方
＝
別
居
中
の
母
(現
在
子
を
監
護
中
）
判
示
中
の
事
実
認
定
妻
が
男
性
と
の
交
際
を
夫
に
告
知
し
た
平
成
17
年
頃
か
ら
夫
婦
関
係
は
決
定
的
に
悪
化
し
，
性
交
渉
は
な
く
な
っ
た
。
平
成
19
年
頃
に
は
完
全
な
家
庭
内
別
居
状
態
に
子
の
監
護
は
，
平
日
は
母
が
行
い
，
土
日
は
父
が
未
成
年
者
を
外
に
遊
び
に
連
れ
出
す
な
ど
別
々
に
行
っ
て
い
た
。
平
成
20
年
に
母
が
子
を
連
れ
て
別
居
後
は
，
学
童
保
育
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
を
利
用
39
名
古
屋
家
岡
崎
支
判
平
23
･1
0･
27
婚
姻
費
用
分
担
審
判
の
執
行
力
排
除
の
た
め
の
請
求
異
議
（
棄
却
）
申
立
人
＝
夫
(う
つ
病
治
療
で
休
職
，
そ
の
後
復
職
）
相
手
方
＝
妻
子
あ
り
妻
の
主
張
夫
は
婚
姻
費
用
分
担
審
判
の
執
行
を
免
れ
る
た
め
に
同
居
し
て
い
る
だ
け
で
，
自
室
に
引
き
こ
も
っ
て
妻
子
と
の
接
触
は
一
切
な
く
，
家
庭
内
別
居
の
状
態
に
あ
る
婚
費
分
担
義
務
の
終
期
で
あ
る
「
同
居
」
の
有
無
が
争
点
。
夫
は
，
掃
除
，
荷
物
の
整
理
，
庭
の
手
入
れ
な
ど
を
行
い
，
実
質
的
に
同
居
と
い
え
る
，
住
民
登
録
が
妻
と
別
世
帯
な
の
は
子
ど
も
手
当
受
給
の
た
め
で
あ
る
と
主
張
40
神
戸
地
判
平
24
･1
0･
18
生
活
保
護
費
返
還
処
分
取
消
請
求
（
棄
却
）
原
告
＝
妻
被
告
＝
尼
崎
市
福
祉
事
務
所
長
判
示
中
の
事
実
認
定
夫
が
生
活
費
を
渡
さ
ず
，
存
在
を
否
定
す
る
発
言
等
の
た
め
，
妻
は
○
症
を
発
症
し
一
時
別
居
し
て
治
療
中
。
夫
が
申
立
て
た
離
婚
調
停
は
不
調
に
終
わ
り
，
現
在
妻
は
夫
，
子
と
同
居
し
て
い
る
が
，
家
庭
内
別
居
状
態
で
，
夫
が
子
の
世
話
を
し
，
妻
は
家
事
も
全
く
で
き
な
い
福
祉
事
務
所
が
，
妻
に
対
し
て
，
生
活
保
護
費
の
う
ち
障
害
基
礎
年
金
相
当
額
の
返
還
を
請
求
。
本
判
決
の
後
，
父
を
親
権
者
と
し
て
離
婚
成
立
。
夫
は
慰
謝
料
50
万
円
を
支
払
っ
た
41
大
阪
地
判
平
26
･1
･
16
年
金
不
支
給
裁
決
取
消
請
求
（
棄
却
）
原
告
＝
死
亡
被
保
険
者
(亡
夫
)の
妻
判
示
中
の
事
実
認
定
結
婚
16
年
頃
に
，
亡
夫
の
両
親
と
同
居
し
た
が
金
銭
問
題
や
嫁
姑
関
係
の
悪
化
か
ら
，
夫
は
両
親
の
居
住
す
る
1
階
で
生
活
し
，
2
階
で
生
活
す
る
妻
と
家
庭
内
別
居
，
翌
年
妻
は
家
を
出
て
別
居
，
夫
の
死
亡
ま
で
12
年
余
別
居
が
継
続
し
た
重
婚
的
内
縁
の
成
否
が
争
点
と
な
っ
た
。
本
判
決
は
厚
生
年
金
保
険
法
59
条
の
遺
族
年
金
受
給
権
者
た
る
「
配
偶
者
」
は
戸
籍
上
の
妻
で
は
な
く
，
重
婚
的
内
縁
の
妻
と
し
た
42
東
京
高
判
平
26
･5
･
14
詐
害
行
為
取
消
請
求
（
認
容
，
控
訴
棄
却
）
被
控
訴
人
(原
告
)
＝
政
策
金
融
公
庫
控
訴
人
＝
夫
(訴
外
妻
に
不
動
産
を
贈
与
）
夫
の
主
張
，
判
示
中
の
事
実
認
定
家
庭
内
別
居
と
い
う
の
も
，
夫
婦
の
寝
室
が
別
で
あ
り
，
会
話
も
ほ
と
ん
ど
交
わ
さ
な
い
と
い
う
程
度
で
あ
り
，
家
族
4
人
は
，
子
ら
が
社
会
人
と
な
る
前
は
控
訴
人
の
所
得
に
よ
り
生
計
を
一
つ
に
し
て
家
庭
生
活
を
し
て
お
り
，
現
在
も
同
居
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
原
告
（
金
融
機
関
）
が
夫
婦
間
の
贈
与
を
詐
害
行
為
と
し
て
取
消
し
登
記
抹
消
を
請
求
し
た
の
に
対
し
，
夫
は
，
妻
と
は
家
庭
内
別
居
状
態
に
あ
り
，
離
婚
も
見
据
え
て
本
件
贈
与
契
約
を
し
た
と
主
張
し
た
が
，
原
審
は
原
告
の
請
求
を
認
容
し
，
本
判
決
も
夫
婦
の
状
態
を
「
同
居
」
と
認
定
し
，
控
訴
を
棄
却
し
た
